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序

昭和62年度から開始されました佐野土地区画整理事業の事前調査も、前回遺跡の奈

良時代における官道の発見や、弥生時代前期ならびに後期後半の集落跡の発見など数

多くの成果を上げることができました。

本書は、この成果の一部として、太宰府市教育委員会が平成元年度に調査を行いま

した、宮ノ本遺跡、の調査報告書であります。

今回報告いたします宮ノ本遺跡の地は、 1号墓より出土いたしました買地券など、

貴重な文化遺産を埋蔵した宝庫にあたり、これまでの調査で墓地としての性格と、窯

跡を中心とした生産の場としての 2面性を有した遺跡であることが解りつつありま

す。

今回は第 1次調査から数えて 3次ならびに 4次調査にあたり、調査の結果、前述い

たしました宮ノ本遺跡の持つ性格の中で、生産の場としての遺構を検出いたしており

ます。これまでの調査成果を踏まえまして、須恵器を生産した人々の作業の一端を、

痕跡なりとも明らかにできればと思い調査を進め、成果をまとめましたo

ここにその調査成果を公にし、将来にわたって一人でも多くの方々に宮ノ本遺跡の

存在を認識され、埋蔵文化財の大切さを御理解いただければ幸いに思います。

最後になりましたが、本報告をまとめるにあたり御協力、御援助いただいた関係諸

機関に感謝申し上げますとともに、技師とともに現場にて調査に参加されました作業

員の方々に厚くお礼申し上げる次第であります。

太宰府市教育委員会

教 育 長 長 野 治 己



例白

1.本書は太宰府市教育委員会が、昭和63年度と平成元年度に実施した太宰府都市計画事業佐

野土地区画整理に伴う宮ノ本遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である D

2.調査地点、調査組織、調査期間等は第H章に記した。

3. 検出遺構の実測及び写真撮影は城戸康利・中島恒次郎・緒方俊輔、出土遺物の実測は中

島・山村信条・古賀里恵子、出土遺物の写真撮影は岡紀久夫、調査地点の空中写真は(布空

中写真稲富・惰)空中写真企画・アジア航測株式会社、調査地点の現況地形図作成は大成測

量設計株式会社、アジア航測株式会社がそれぞれ行った。

4.遺構実測図、地形図は国土調査法第H座標系を基準としている D よって図中に示される方

位は特に注記のない限り、座標北 (G.N.) を指している O

5.本書の執筆は目次に記載したとおりである。

6. 本書の編集は狭川真ーの指導のもと、中島恒次郎が行った。



巻頭図版 1 

宮ノ本遺跡と大宰府 (南西から)

調査開始前の宮ノ本遺跡 (南西から)
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1 .遺跡の位置と環境

宮ノ本遺跡は、大宰府の西域に広がる標高50m-70mの丘陵地帯に所在している。この丘陵

一帯は、背振山地から東部へのびる丘陵の一端を占め、花両岩を基盤岩とする地質環境下にあ

る。このような地質環境下に所在する遺跡群は、石英に富む酸性岩である花商岩風化生成物中

に形成されており、出土する土器群などの土製品の多くはこれらを原料土として製作されたも

のと考えられるo 宮ノ本丘陵一帯には、 4世紀後半から 5世紀前半と考えられている宮ノ本古墳

群をはじめ、買地券を出土した宮ノ本遺跡第一号火葬墓など墓域としての性格を有しており、

中世における篠振遺跡の墳墓の形成まで、連綿とした造墓活動が成されている地域にあたる。

これは宮ノ本丘陵周辺が、大宰府を一望できる地であることと、古代中世の大宰府において西

方に位置することに起因していると考えられるo

また宮ノ本遺跡、は、日本三大窯跡群に加えられる、牛頚窯跡群の東端部に位置しており、一

支群を形成している O 牛頚窯跡群は、御笠川の支流である牛頚川を挟んで東西約 4k肌南北約

5 kmの範囲に分布し、 6世紀中頃から 9世紀初頭にかけての時期に須恵器生産を行った窯跡群

が集中する区域である O 調査が行われた窯跡は約200基を数え、地域ごとの支群に分けると約

40近い窯跡群によって構成されている。宮ノ本遺跡を窯跡群としてみた場合、これまでの 2次

にわたる調査から、須恵器生産の開始を 7世紀中頃に求め、終需を 8世紀後半の時期に求める

ことができそうである。

さて、第 3・4次調査成果にもとづくならば、第 4次調査において検出した遺構・遺物と同

様の状況をうかがわせる窯跡は、現在のところ牛頚窯跡群中において約37基検出されており、

いずれも小型品を中心とした製品が焼造されている。牛頭窯跡群内における分布状況は周辺部

に散布する状況を看取できるものの、未確認窯跡群の存在があり、今後の調査資料集積と検討

が必要である (Fig.1・2 Tab. 1 . 2) 0 

また古代における牛頚窯跡群の生産集団の背景を伺い知る考古資料が、近年出土している O

大野城市牛頚ハセムシ窯跡群12地点から、調雑物として納められたことを記すヘラ書き文字の

ある大型の斐、さらに宮ノ本遺跡第 1次調査の際出土した須恵器・杯 C体部にヘラ書きされた

記号と同様の記号を有する須恵器・杯 Cが大宰府史跡第98次調査地より出土しているo

このように宮ノ本の地は、須恵器生産地としての土地利用と、その背景にある大宰府との関

係がうかがえるが、先述した墓域としての土地利用状況を考え合わせると、両者が共存してい

たと同時に大宰府と密接に結び付く関係が想定できょう。
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Fig.l 牛頚周辺における窯跡群
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記号 遺跡名 所 在 地 遺跡の概要 備 考

I 大牟凹池黛跡 春日市大字春日 1524-57 窯跡 I基以上(須恵器)

2 惣利窯跡群。 4シ 字惣利 窯跡15基以上(須恵器) 昭和52-55年春日市教委調査(9基)

3 春日平田窯跡群 。 イ〉 字平田 窯跡、21基 (須恵器) 昭和57-60年春日市教委調査(21基)

4 梅頭窯 跡 大野減市大字上大利字梅頭 窯跡 l基 (須恵器) 消滅(未調査)

5 出口窯 跡 今 。 字出口 窯跡 1基 (須恵器)

6 神の前窯跡群 太宰府市大字吉松字神ノ前 窯跡 2基 (須恵器・瓦) 昭和53年太宰府市教委調査(2基)

7 篠振窯 跡 イシ 。 字篠振 窯跡、 2基 昭和59・60年太宰府市教委調査(2基)

8 長 i甫窯 跡 、 太宰府市大字向佐野字長i甫 窯跡 1基 (須恵器) 昭和47年福岡県教育委員会調査

9 富ノ本窯跡群 太宰府市大字向佐野字宮ノ本 窯跡;9基 (須恵器) 昭昭和和5549年年太7宰月府太市宰教府委市教調査委調(3査基()5基)

10 挙無尾窯跡群 大野城市大字牛頭字撃無尾 窯跡 2基 (須恵器) 消滅(未調査)

11 野 i桑禦跡;群 。 大字上大利字野添 禦跡、10基以上(須恵器) 昭昭和和4641年年福大野岡県城教市委教調委査調査(2(基3基)) 

12 谷蟹窯跡 4シ 。 字谷蟹 窯跡 1基 (須恵器) 消滅(未調査)

13 大 j甫窯 跡群 イシ

'" 字大i甫 黛跡、 5基 (須恵器・瓦) 昭和43年福岡県教委調査(2基)

14 平田窯 跡群 。 大字牛頚字平田 窯跡 9基 (須恵器) 昭昭和和4574年~立56正年大大学野城調市査教(4委基調)査(4基)

15 上平田 繁跡群 。 。 字上平回 窯跡4基 (須恵器) 昭和47年福岡県教委調査(4基)

16 i甫ノ原窯跡群 春日市大字下白水字i甫ノ原 窯跡10基以上(須恵器・瓦) 昭和53年春日市教委調査(8基)

17 畑ケ坂窯跡群 大野域市大字牛頚畑ケ坂 窯跡 3基 (須恵器) 1基消滅

18 後悶窯跡群 ク イシ 字後田 窯跡15基以上(須恵器・瓦) 昭和61年大野城市教委調査(16基)

19 小日1i甫窯跡群 ク 。 字小田浦 窯跡14基以上(須恵器) 昭昭和和5571年-立61正年大大学野調城査市教(4委基調)査(9基)

20 月ノ i甫窯跡群 ク 。 字月ノ j甫 窯跡 2基 (須恵器) 昭和57年大野城市教委調査(1基)

21 胴ノ元窯跡群 。 ク 字胴ノ元 窯跡 2基 (須恵、器)

22 東 i甫窯跡群 ク '" 字東j甫 窯跡 3基 (須恵器) 昭和43年国士館大学調査(3基)

23 城の山黛跡 今 ぞシ 字減の下 窯跡 1基以上(須恵器) 察本体が空洞で露出している

24 中 通 窯跡群 イ〉

'" i字字中入通道堂 窯跡12基以上(須恵器) 昭調和査5(46・3走55)年県教委・大野城市教委

25 石坂窯跡群 " ク 字石坂 窯跡、20基以上(須恵器) 昭和58年大野城市教委調査(2基)

26 大谷窯 跡群 。 イシ 字大谷 窯跡12基以上(須恵器・瓦) 昭和46年国士館大学調査(4基)

27 原窯跡群 。 。 字原 窯跡 3基 (須恵器) 土取りで灰原の一部を残すのみ

28 ハセムシ窯跡群 。 。 字ハセムシ 窯跡30基以上(須恵器) 委昭和調6査2年(1大5基谷)女子大学・大野城市教

29 井手窯跡群 。
'" 字井手 窯跡、39~き以上(須恵器) 昭昭和和6573年-6大1年野城県教市委教調委査調査(31(基3)基)

30 道ノ下窯跡群 。 。 字道ノ下 窯跡10基以上(須恵器) 昭和57-61年県教委調査(]O基)

31 足洗川窯跡群 大野城市大字牛頚字足洗川 窯跡 5基以上(須恵器) 昭和57-61年県教委調査(4基)

32 笹原窯跡群 。 。 字笹原 窯跡4基以上(須恵器) 向上 ( 4基)

33 長者ケ原窯跡群 4シ 。 字長者ケ!京 窯跡16基 (須恵器) 向上 (]6基)

34 野口窯跡群 太宰府市大字大佐野字野口 窯跡 2基以上(須恵器)

35 向佐野窯跡 太宰府市大字向佐野字前回 窯跡 1基 (須恵器) 昭和47年福岡県教育委員会調査

Tab.l 牛頚周辺の窯跡群

(大野城市教育委員会(1988) W牛頚ハセムシ窯跡群 Ijより抽出改変)

一 3ー



Fig.2 宮ノ本 9号窯跡周辺の窯跡(s=1/20.000) 
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Tab.2 関連窯跡一覧(牛頚窯跡群内)

窯跡名 規模(m) 主軸方向

井手窯跡群 1号窯 3.18 

井手窯跡群 3号灰原

井手窯跡群 6号窯東

井手窯跡群 9号窯 (2.8) XO.8 

道ノ下窯跡群 灰原 一
道ノ下窯跡群 14号窯 5.4X1.2 

道ノ下窯跡群 16号窯 3.25X 1.0 

道ノ下窯跡群 17号窯 5.35X 1.8 

道ノ下窯跡群 18号窯 2.5XO.7 

井手窯跡群 32号窯 3.0X 1.03 

井手窯跡群 33号窯 (2.9) XO.92 

井手窯跡群 29.33号窯灰原

井手窯跡群 38.39号窯灰原 一
井手窯跡群 43号窯 4.0X 1.05 

井手窯跡群 44号窯 3.15X 1.03 

井手窯跡群 45号窯 3.0XO.76 

井手窯跡群 46号窯 3.85X 1.2 

井手窯跡群 1号窯 2. 5XO .85 

井手窯跡群 2号窯 5.5X1.6 

長者原窯跡群 59号窯 2.8XO.95 

長者原窯跡群 61号窯 (2.5) XO.95 

長者原窯跡群 62号窯 (2.85) XO.95 

長者原窯跡群 63号窯 (4.3) X1.1 

長者原窯跡群 64号窯 4.0X1.15 

長者原窯跡群 65号窯 4.55X 1.05 

笹原窯跡群 69号窯 3. 75xO. 97 

浦ノ原窯跡群 1号窯 3.2X 1.05 

浦ノ原窯跡群 2号窯 (2.7) XO. 73 

浦ノ原窯跡群 3号窯 (3.35) X1.2 

浦ノ原窯跡群 7号窯 2.5XO.68 

浦ノ原窯跡群 8号窯 3.1XO.9 

ハセムシ窯跡群 1号窯 (3.1) XO.9 

ハセムシ窯跡群 7号窯 5.15X1.3 

ハセムシ窯跡群 9号窯 7 .05X 1.5 

ハセムシ窯跡群 3号窯 (8.6)X1.8 

宮ノ本窯跡群 2号窯 (3.1) X? 

宮ノ本窯跡群 3号窯 Lj1.6) XO.8 

文献

1.福岡県教育委員会(1989)r午頚窯跡群J1 
2.福岡県教育委員会(1990)r牛頚窯跡群j 11 
3.大野城市教育委員会(1989)r牛頚井手窯跡群J
4. 春日市教育委員会(1981)r浦ノ原窯跡群』
5.大野城市教育委員会(1989)r午頚ハセムシ窯跡群J11 
6.大野城市教育委員会(1988)r牛頚ハセムシ窯跡群J1 
7.太宰府町教育委員会(1980)r宮ノ本遺跡j
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ll.調査経過

昭和62年 9月に開始した佐野土地区画整理事業に伴う一連の調査である(調査経過の詳細は

『佐野地区遺跡群 1，]太宰府市の文化財第14集参照)。

今回報告する宮ノ本遺跡は、昭和54年度に太宰府西小学校建設に伴って発見された遺跡で、

昭和59年度にも太宰府西中学校建設に際して調査されている。今回はこの 2地点から西に小さ

な谷を隔てて続く低丘陵部分を調査したo この丘陵は区画整理事業に際しての土取り場である

と共に、土取り後は整地を行い宅地と化す部分に該当している。

この宮ノ本遺跡の調査は、昭和54年度に実施したものを第 1次調査、次の昭和59年度に実施

したものを第 2次調査と称している関係から、調査順にしたがって第 3次調査、第 4次調査…

と呼称することとした。

調査は区画整理事業の進行に合わせて該当箇所が設定されるため、随時太宰府市区画整理課

と協議を行いながら実施した。

今回報告する第 3次調査は太宰府市大字向佐野字宮ノ本242-1、大字大佐野451-1他に所在

し、昭和63年 4月19日から 5月14日まで実施したo 調査面積は9000ばであるo 第4次調査は太

宰府市大字向佐野字宮ノ本240、大字大佐野411に所在し、平成元年 4月18日から 5月29日まで

実施したo 調査面積は9600m2であるo 遺物整理及び報告書作成は、平成 2年度を中心に行った。

調査組織は以下のとおり D

調査主体太宰府市教育委員会

*1也1、 括教育長 藤 寄人(昭和60年 3 月~)

教育長 長野治己(平成元年12月~)

庶 務教育部長 西山義則(昭和63年12月一)

社会教育課長花田勝彦(昭和59年10月~)

社会教育課長 関岡 勉(昭和63年12月一)

文化財係長 鬼木富士夫

主事 阿部大治

主事 白水伸司

技師 山本信夫

技師 狭川 真一(第 3次調査担当)

技師 城戸康利(第 4次調査担当)

技師 緒方俊輔(第 4次調査担当)

技師 山村信栄(第 3・4次調査担当)

(嘱託) 中島恒次郎(第 4次調査担当)
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(嘱託) 狭川麻子

調査参加者(順不同、敬称略)

田中平助 萩尾 昇

斉藤徳美 八柳健之助

中嶋 幸子

柴田ツキエ

宮原ハナエ

白水イセノ

中山鳥はじめ

白木ハルミ

萩尾カネ子

楠林静香

境美佐子

中嶋さなみ

太悶ヤス子

古川トミ子

田原智恵子

萩尾万寿子

大迫フミ子

田中テル子

吉田正子

大田八重子

萩尾泰祐

岩男澄子

米原峰子

大田敬子

古川民子

徳永モモエ

平島優子

江島スミエ

花園美千子

植村奈留美

中溝洋子

永見秀徳(現筑後市教育委員会)

整理参加者(順不同、敬称略)

原野正子

中 村 房子

吉田勝子

野田美子

久保喜代香

古賀里恵子

藤原重登 三上智久

川原田美千代 早田ミツル

宮田恵子 岸 邦子

高鍋キミヨ

古川ヨシ子

中島タカ子

松島順子

戸渡ひろみ

山下淳子

大久保悦子

田口美智子

堀尾はるみ

宮原圭子

山本洋子

中島タキノ

高原改良子

萩尾須磨子

渡辺ひとみ

近藤秋校

内田文子

林美知子

発掘調査を実施するにあたって快く承諾をいただいた地権者の方々は次のとおりであるo 記

して感謝の意を表したい。(順不同、敬称略)

白石 持 白石 護 大田勘兵衛 辻 信子 松寄恵美子

大田勝喜
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m.調査の概要

(1)第 3次調査 (Fig.3) 

開発対象となった範囲の南側斜面は、急傾斜となっており遺跡の存在する可能性が低いこと

と作業の安全を考慮、して調査の対象から除外した。また調査対象地の西側部分には小さな谷を

埋ーめるほどの大量の残土が投棄されており、この投棄時において丘陵の頂部付近が重機によっ

て大きく削平されていたため、この部分も調査の対象から除外した。このため調査は残存する

尾根部分と北側斜面に限られる結果となった。

①遺構

調査の結果、表土を除去するとすぐ花両岩風化土の地山が検出され、かなり広範囲にわたっ

て調査区を設定したにも関わらず若干の遺物を検出した他は、遺構は検出されなかった。

②遺物 (Fig.4)

縄文土器

深鉢 (1 -4) 

1、 2は、口縁上面の一部が台形状に張り出す形状をなす粗製の深鉢であるo l'~外面に水

平に近い斜方向に凹凸を残す粗いナデが施され、内面には(器面が平滑な状況をみると)丁寧

なナデが施されている。淡茶褐色を呈す。

2は、外面が粗いナデのままで、内面は丁寧なナデによって平滑な面を成している o 1とは

胎土などより別個体の可能性が高い。

3は、全体の形状は不明。外面に稜をもって屈曲する部分があるo 内面には粘土紐接合部分

に沿ったユピオサエがあり、その上にナデがかか

るo 屈曲部にはヨコ方向のナデが施されているo

茶褐色を呈す。

4は、内外面ともに装飾を持つ。外面と思われ

る側には幅 3-4 mmの平行する縦線を、内面には

同程度の幅を持つ平行する横線を描く o 胎土には

滑石を含まず、脆い。樫色もしくは茶褐色を呈す。

1から 3は縄文後晩期、 4は前期の所産と考え

られるo

丘陵の頂部に近い尾根線上で採集されたものば

かりで遺構に伴うものではない。
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③小結

調査の結果、遺構は全く検出されなかったo この事実は南側斜面が急角度であることや、尾

根頂部の平坦部がほとんど無いこと、平野からかなり奥に入り込んでいることなどがその要因

として考えられる。しかしながら、数点ではあるにせよ縄文土器を検出したことから、早くか

ら人間の出入りのあったことだけは窺われよう o
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(2)第 4次調査 (Fig.3 Pl. 15) 

調査対象地は第 3次調査同様、安全性ならびに遺構の存在する可能性が低いことから宮ノ本

丘陵の南側斜面を除外し、北側斜面のみを行ったo 今次調査では、丘陵頂部よりやや降りた標

高58.6mの位置に窯跡を 1基(9号窯跡)、さらに 9号窯跡によって形成された灰原の下位に

2基(宮4SX001・SX002) の焼土墳を検出した。

①窯跡

9号窯跡

1 .遺構 (Fig.5・6 Pl. 15-17) 

標高58.5m-60.0mの聞にほぼ等高線を直交する形で構築されている。焚口部を標高58.6m

の位置に設け、前庭部が崩落した状況で検出できた。窯体の主軸残存長は3.1mを測り、花尚

岩で構成される基盤層を事jり貫いた地下式無階無段笠窯である。主軸方向は約 Nl10

33'Wで、

焚口を北方へ開くように構築されているo 床面最大幅は焼成部で約O.85mを測り、最小幅は燃

焼部で、約O.68mを測るo 焼成部床面傾斜角は約240

である O 天井の残存状況は、燃焼部付近か

ら煙道部まで残っていたが、調査進行に伴って崩落した D 床而から天井までの高さは約O.32m

-0.40mを測る。また、各部における補修痕跡は確認できていない。

窯跡周辺における附属施設は、検出できなかった。

前庭部 自然崩壊に伴って窯体前面を欠損しているものの、当該窯跡に伴うと考えられる灰

原が残存する前庭部のO.5m下方より堆積していることから、さほど崩壊していないものと考

えられる O

窯体

a 焚口・燃焼部 残存最大幅は約1.40mを測り、窯体最小幅でもある燃焼部幅は約O.68mで

ある D また傾斜変換点までの主軸上における残存長は約107mほどであるo さらに前庭部と燃

焼部のなす角度は約6034'、燃焼部と焼成音I~のなす角度は約15056' をそれぞれ測り、僅かに焼成

部へむけて上がり気味に傾斜するものの、肉眼的にはほぼ平坦面を形成しているo 焚口部床面

直上において、焼成部より転落した状況で須恵器・坪 Cが 2点出土しているo

b. 焼成部 主軸上における長さは約2.04mを測り、床面傾斜角は約240

である。燃焼部に

おける窯体最小幅を境として、焼成部へむけて徐々に膨らみ、焼成音I~中位において床面最大幅

約O.85mを測る。この部位からはほぼ同じ幅を保ちつつ煙道部へ至る。床面から天井までの高

さは約O.32m-O.4mを測り、奥壁へむかうにつれて低くなっている o ，煙道部付近において部

分的にではあるが、焼き台の残存状況が確認できた。焼成部からは、遺構内に堆積している流
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Flg.5 第 4次調査遺構配置図 (s=1/200) 
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れ込み土中より、須恵器・蓋 c1・蓋 c3・査蓋 a・坪 Cが出土しているo

c 奥壁・煙道部 奥壁は、焼成部床面が奥行き約O.lm・高さO.2mほどオーバーハング気

味に立ち上がり、焼成部床面とのなす角度が約750を測る D ところで煙道部において改変が成

されており、窯体構築頭初の煙道幅は約O.34mであったのに対し、最小幅O.lm-最大幅O.2m

の円錐形を呈する形に、いわば閉塞気味に修復改変されている。修復改変の粘土厚が約O.16m

ほどあり、焼成時に一時的に閉塞を目的として塗り固めたものとは考え難い状況である 1)。

註1) 燃焼時には、煙道より炎が噴き出している状況下にあり不可能である。煙道を閉塞する時期とし

ては、燃焼を終了し窯内部の温度を徐々に低下させる際、雨水等の急激な温度低下の要因を排除す

る目的でなされたものと考えられる。煙道部の直径を当該窯跡での状況に縮小しておけば、須恵

器・大蓋でもこの目的は達せられることになる。しかし煙道の縮小化に伴い、燃焼効率の低下にも

つながることになり、この点に関しては検討を要するものの、煙道部より希に出土する須恵器・蓋

ならびに聾の破片の性格については今一度考える必要があろう。

2.遺物

焚口部床面出土遺物 (Fig.7 Pl. 18 Tab. 3) 

焚口部床面直上において出土したものであるが、焼成時の原位置を保つものではなく、焼成

部より転落した状況で出土した。遺物は、須恵器・杯 Cのみである。

杯 c(1・ 2) 口径11.75・11.8cm、器高3.9・3.85cmを測り、底部よりやや丸みを有しつつ口

縁部まで立ち上がる D 高台の形状はほぼ正方形を呈し、底部から体部への移行が明瞭に分かれ、

高台接合のための回転ナデ調整による稜線が体部側にやや明瞭に残っている。(1)は、焼け歪の

ためか亀裂を生じているものの、(1・ 2) ともに完形に近い状態であるo

埋土中出土遺物 (Fig.2 Tab. 3) 

遺構解説において記述したように、全て上部から窯体内への流れ込み層中より出土した遺物

であり、須恵器・杯 C ・蓋 c1・蓋 c3・査蓋 a等がある。

蓋 c1(3) 口径14.9cm(かえり径:13.0cm)、残存器高2.3cmを測り、ツマミが欠損しているo

やや器厚があり鋭さに欠けており、焼成も不良(還元度も不良)であるo 天井部外面の処理は

やや丁寧な回転ヘラ削りを行っており、内面は回転ナデのみであるo

蓋 c3(4) 口径13.65cm、残存器高1.8cmを測り、ツマミが欠損している。口縁部形状は、明

瞭な断面三角形を呈しており、口縁端部の処理は一回の回転ナデによって仕上げている。天井

部外面の処理は、非常に粗い回転ヘラ削りを行っており、明瞭に回転ヘラ切り痕跡を残しているo

査蓋 a(5) 小破片であり口径復元は困難であるo 口縁端部をやや内傾気味に平坦に仕上げて

-]4-



いるo 口縁端部処理は、二回の回転ナデによって仕上げている。

杯 c(6・7) 口径11.4・13.1crn、器高3.95・3.85crnを測り、底部より直線的に直立気味に立

ち上がるo 高台の形状はほぽ正方形を呈し、 (6)は底部から体部への移行がやや不明瞭であり、

高台接合のための回転ナデ調整による稜線が高台および体部側に明瞭に残っている。 (7)は底部

から体部への移行が屈曲によりやや明瞭であり、高台接合のための回転ナデ調整による稜線が

不明瞭である O 底部外面の処理は、 (6)が回転ヘラ切り後やや粗いナデによって最終処理を行っ

ており、 (7)は回転ヘラ切り後未調整である。

灰原 (Fig.6 Pl. 17) 

9号窯跡前面の狭小な谷部に堆積しており、最大幅 8m、層厚は18crn-40crnを測るo 前述し

たように、 9号窯跡前庭部が自然崩壊に伴って欠失しており、直接的に 9号窯跡との関係を検

討することはできない。しかし、 9号窯跡が立地する谷部に他の遺構を検出し得なかったこと、

ならびに 9号窯跡前庭部のO.5m下方より灰原の堆積が確認できていることから、ほぽ9号窯

跡単独の灰原であると考えられるo しかし、堆積構造で述べるが、第四一3・4層の炭化物・遺

物包含層に関しては、検討の必要がある。

1 .堆積構造

包含する堆積物の差異より分層でき、さらに層相により大きく 12の層群にグルーピングでき

る状況を呈している。堆積状況は、炭化物ならぴに遺物を多量に包含している層(園、町一 4、

V-6・8、刊-6、四一5・6層。以下「黒色灰層」と呼称する。)と無遺物の層が交互に堆積

している状況が観察でき、堆積層序は無遺物層の下位に黒色灰層の層序をとり、さらにその下

位にある無遺物層との境界をも dて層群の境界と考えた(無遺物層→黒色灰層→/→無遺物層)。

また層相からも一層群中において黒色灰層を除いて上方粗粒化の傾向を示しており、堆積傾向

が著しく変化する境界でもある。なお灰層が確認できる層位は、第四層までであり、その下位

に堆積している第珊-XI層に関しては地山土層と区別ができない黄色土系の堆積層であるo

また土層観察断面においては分層可能であるが、堆積面として確認できるほどの広がりはなく、

レンズ状に堆積した土層であると考えられるo

XI層を埋土とする SX002土壌が下位より検出でき、 SX002に伴うと考えられる灰層 (xn
層)が確認できた。

各堆積層群は、前述したように上位から無遺物層→黒色灰層の層序で堆積しており、順次上

位より堆積してきた過程を示しているものと考えられる。

なお第 1. n層は、遺構検出時にパックフォーの削り落としに伴う、上位からの堆積層であ

り、第四層をはじめとする上位に堆積している黒色灰層の崩壊層である。

遺物の出土量は、第四、刊-6、咽ー5・6層から多器種・多量に出土している。

-15-



ミコJ
4主4主三当、 3

;主量 5 7-二二 8

J ..c==ーー
t F一一--ご一一『可 9

士二fJ m
 e

i
 

nu 
1
 

Fig.7 焚口部床面・埋土・第H層出土遺物

2.遺物

須恵器、杯 a・t不C ・蓋 c1・蓋 c3・壷葦 a・鉢b・壷 b・費等が出土しており、非常に微

量であるが、土師器・斐の口縁部片が第回・咽層より各 1点ずつ出土している。出土器種とし

ても最も量が多いのは、杯 Cならびに蓋 c3であり主として小型品を焼成している O 斐は製品

もしくは近似する形での出土ではなく、体部破片を焼き台として転用したものと考えられる状

況で出土しているo

以下に各土層ごとに出土した遺物を解説する。

第 1• n層出土遺物 (Fig.2 Tab. 3) 

本土層は、調査時の撹乱層であるため一括して解説する。しかし第I層出土遺物に関しては、

細片化しており図化が困難であったが、蓋3・坪破片が出土しているo 第H層より出土した器

種は、須恵器、坪 C ・蓋 c3・小蓋 a3・査 b等があるo

小蓋 a3 (9) 口径11.Ocm、器高l.lcmを測り、口縁部形状は明瞭な断面三角形を呈しているo
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天井部から口縁部へは、わずかに屈曲しつつ移行するo 口縁端部の処理は、二回の回転ナデに

よって仕上げており、天井部外面は回転ヘラ切り後未調整であるo

蓋c3 (10) 口径14.2cm、器高2.8cmを測り、口縁部形状は明瞭な断面三角形を呈している。天

井部から口縁部へは、境界が不明瞭に移行するo 口縁端部の処理は、二回の回転ナデによって

仕上げている。天井部外面の処理は、丁寧な回転ヘラ削りをほどこし、内面は回転ナデ後粗い

不定方向のナデによって仕上げているo ツマミ形状は、残存部分が僅かであり推定にすぎない

ものの、推定直径2.0cmを測りやや小形の形状を示す。

杯 c.(11 ~ 13) 口径11.75cm~12.0cm、器高3.55cm-4. 3cmを測り、底部よりやや直立気味に

立ち上がるもので、高台形状は台形ないしは長方形を呈している。高台の接合状態は、体部よ

り屈曲なく高台へ移行するもの (11)0 体部と底部の境界の屈曲が明瞭であるもの (12・13) の2

種があるo いずれも高台接合のための回転ナデ調整による稜線が、体部および高台に明瞭に残

存しているo 高台接合位置によって細分できるが、後述する理由で製作技術の精粗による差異

の可能性があるため、ここでは二分しておくにとどめておく D 底部外面の処理は (12)が器面摩耗

により不明である以外は、全て回転ヘラ切り後未調整である D

小斐(8) 内外面ともに、丁寧な回転ナデ調整により仕上げているo 小破片であり器種の限定

には無理があるが、形状および内外面の調整の状況から小翠と推定したo

第E層出土遺物 (Fig.8 Pl. 18・19 Tab. 3) 

9号窯跡の前庭部が欠失しており、直接的な関連を考えるには無理があるものの、最も 9号

窯跡、に近く、関連する可能性が高いと考えられる堆積層であり、黒色灰層のみによって構成さ

れる土層であるo この土層からは、須恵器、坪 C ・小坪 C ・蓋 c3・蓋 2・小蓋 a3・壷蓋 a・

壷 b、土師器、斐が出土している D

一須恵器ー

蓋 c3(1-5) 口径13.2cm -13. 75cm、器高1. 05cm ~ 2 . 3cmを測り、ツマミは全て偏平なツ

マミ形状を成しているo しかしツマミ径は、直径2.7cmのものと (4・5) と、 2.8cm-3.35cmを

測るもの (1-3) がある。口縁端部形状は、明瞭な断面三角形を示すもの(I~3) 、やや不明

瞭な断面三角形を示すもの (4・5) に分けられる。さらに天井部から口縁部への移行は、屈曲

しつつ口縁部へ移行するもの(I~4) と、緩やかに口縁部へ移行するもの(5)がある O 天井部外

面の処理は、全て回転ヘラ削りによって仕上げており、内面は回転ナデ調整の後粗い不定方向

のナデによって仕上げている D

小蓋 a3 (7・8) 口径10.0cm. 10. 55cm、器高1.5cm・1.8cmを測り、口縁端部形状は明瞭な断

面三角形を示している o 天井部外面の処理は、回転ヘラ切り未調整であり、内面は回転ナデの

後組い不定方向のナデによって仕上げられている。天井部と口縁部の境界は明瞭に屈曲しているo
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壷蓋 a(6) 口径16.25cm、器高3.25cmを測り、天井部から明瞭に屈曲しつつ直立気味に口縁

部へ至る形状を示しているo 口縁端部形状は、やや内傾する平坦面を形成しており、一回の回

転ナデ調整によって仕上げられている。天井部外面は、丁寧な回転ヘラ削りによって処理され

ており、他の部分は全て丁寧な回転ナデ調整によって仕上げられているo

4三三三三三空当 1

百三三二平竺竺竺三、 2

{一一一~話祖国』一一一一

〆~三三三三空;・ 3

五三二二」竺竺竺、 4

ー=三 宣言ヨ圃皿園圃圃・・・ーー~
ーーー一一一← 司 5 

ι二了一56

10cm 

Fig.8 第困層出土遺物

小坪c(9・10) 口径9.65cm・11.0cm、器高3.1cm• 3.45cmを測り、坪 C 同様に直線的に直立

気味に立ち上がり、高台の形状は外方へ張り出す正方形気味の形状を示している O また高台の

接合状況は、体部から高台への移行が緩やかになされるもの (9)と、体部と底部の境界が明瞭

な屈曲を有しているもの (0)がある O 高台接合のための回転ナデ調整による稜線は両者とも明

瞭であるo 底部外面の処理は、 (9)が回転ヘラ切り後丁寧なナデによってナデ消しているのに

対し、(10)は回転ヘラ切り後未調整であるo
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なお(10)は、焼成は良好であるが、還元の度合が不良な資料である。

杯 c(11-17) 口径11.7cm -13. 9cm、器高3.95cm-4 .6cmを測り、底部より直線的に直立気

味に立ち上がる D 高台の形状は、正方形ないしは台形を呈している。高台の接合状況が、体部

から高台への移行が緩やかになされるもの (11-15) と、体部と底部の境界が明瞭な屈曲をも

ち、底部中心よりに高台が貼付されるもの(16・17) があるo 高台接合のための回転ナデ調整

による稜線は、前者 (11-15) が明瞭であり、後者(16・17) の方が不明瞭であるo 底部外面

の処理は、全て回転ヘラ切りの痕跡をとどめているものの、その後組いナデによって一部ヘラ

切り痕跡が消されている。全体的に高台の接合は丁寧に仕上げられているものの、 (14)について

は高台の粘土が体部側へ移動しておりやや粗雑に貼付されている口

一土師器一

斐 a(18) 小破片であり器形の復元は困難であるが、頚部内面縦方向のヘラ削り、頚部ならび

に口縁部外面はヨコナデ、口縁部内面は横方向のハケによる調整によって仕上げられている。

残存高3.15cmであるo

第U層出土遺物 (Fig.9 Tab. 3) 

第百層からは、須恵器、杯 C ・椀・蓋 c3・小蓋 a3が出土している。主として、最下層で

ある黒色灰層からの出土が顕著である。

蓋 c3 (1) 口径13.5cm、器高2.0cmを測り、ツマミが欠損しているo 口縁端部形状は、やや丸

みのある断面三角形を呈し、口縁端部の処理は一回の回転ナデによって仕上げているo 天井部

から屈曲し口縁部へ至るo 天井部外面の処理は、回転ヘラ削りによって仕上げており、内面の

処理は回転ナデの後、粗い不定方向のナデによって仕上げている。還元不良な資料である。

蓋 3(2) 口縁端部のみの破片資料であり、全体の形状ならびに調整に関しては不明であるが、

やや長く下方へ伸びる口縁端部形状を有するものであるo 推定口径14.9cm、残存器高1.0cmを

測る O

小蓋 c3 (3) 口径10.25cm、器高1.7cmを測り、天井部から屈曲しつつ口縁部へ至り、口縁端

部形状はやや丸みを有するものの、明瞭な断面三角形を示している。天井部外面の処理は、回

転へラ切り後未調整であり、内面は回転ナデ調整のみである D

邦 c(4・5) (4)は口径12.65cm、器高4.4cmを測り、底部より直線的に直立気味に立ち上がる。

高台形状は、台形の形状をとり、底部から体部への移行が屈曲によりやや明瞭であり、高台接

合のための回転ナデによる稜線が不明瞭である D 底部外面の処理は、回転ヘラ切り後未調整で

ある。高台の接合痕跡を外岡-に明瞭にとどめる程、接合のための回転ナデ調整はやや粗雑であ

る。底部内面は、回転ナデの後粗い不定方向のナデによって仕上げている。 (5)は、残存高
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2.3cmの底部から高台にかけての破片資料であるo 高台径は6.4cm、高台形状は偏平な台形を示

しており、底部から体部への移行が屈曲によりやや明瞭であるo また高台の貼付位置は、杯部

中心よりに貼付されているo 高台接合のための回転ナデによる稜線は、やや明瞭に底部ならび

に高台部分に残存している。

椀(6) 口径17.0cm、残存高4.9cmを測る。やや内湾気味に外方へ立ち上がる形状を示し、口

縁端部の回転ナデによる稜線が明瞭に残存しているo 還元不良な資料である D

亡~1 ] 

〆 ーE三主当 7

ι 一 長色 8竺I9モ
Fig.9 第町・ V層出土遺物

第V層出土遺物 (Fig.9 Tab. 3) 

100m 

第V層からは、須恵器、杯 C ・小坪 C ・蓋 c3・蓋 a3・壷蓋 a等が出土している O 主として、

黒色灰層である第V-6・8層からの出土が顕著であった。

蓋c3 (7) 口径13.9cm、器高2.1cmを測り、偏平なツマミを貼付しており、天井部からやや屈

曲しつつ口縁部へ至る。口縁端部形状は、明瞭な断面三角形を示し、端部処理に 2回の回転ナ

デ調整による処理を行っているo 天井部外面は回転へラ削りによって仕上げている O ツマミ径

は、 3.3cmを測る。

小蓋 c3 (8) 口径1l.2cm、器高1.25cmを測り、焼け歪みのためか天井部から口縁部への移行

は、緩やかになされる。口縁端部は、断面三角形を呈しており、天井部外面は、回転ヘラ切り

後未調整である。天井部内面は、回転ナデ調整後組い不定方向のナデが施されている。

査蓋 a(9) 口径16.0cm、器高3.0cmを測り、平坦な天井部から屈曲し下方へ直線的に伸びる
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体部形状を示す。口縁端部は、 1回の回転ナデによって内傾気味に平坦に仕上げられている。

天井部外面は、回転ヘラ削りにより仕上げている。

坪c(10) 口径14.8cm、器高4.6cmを測り、底部よりやや丸みを持ちつつ直立気味に口縁部へ

至る。高台の形状は正方形に近似しており、高台接合のための回転ナデ調整による稜線が、体

て三工一一/
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Fig.10 第VI層出土遺物
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部側は不明瞭であり高台部側は明瞭である。底部内面は回転ナデの後粗い不定方向のナデ、底

部外面は回転ヘラ切り未調整である。高台の接合は、丁寧に処理されているo

第U層出土遺物 (Fig.10 P1. 19 Tab. 4) 

第刊層からは、須恵器、杯 C ・小坪 C ・小蓋 a3・蓋 c3・査・楚等が出土しており、主とし

て黒色灰層である第円-6層からの出土が顕著であるo 斐に関しては体部破片での出土であり、

製品として 9号窯跡にで焼成された可能性は薄し」他の用途に転用されたものと考えられるo

蓋 c3 (1 ~8) 口径13.1cm~ 14.2cm、器高1.4cm~2.2cmを測り、いずれも偏平なツマミを貼付

している。天井部が平坦で口縁端部のみ屈曲によって独立している(1)を除いて、他の資料は全

て天井部から屈曲しつつ口縁部へ至ゐ形状を示しているo または)は、中央部が隆起する偏平ツ

マミを貼付し、平坦な天井部からほぼ直角に屈曲し下方へ伸びる口縁端部形状を示している。

(12-18) は、明瞭な断面三角形の口縁端部形状を成している。口縁端部の処理は、調整痕跡

の残存度合にもよるものの、(1-5・8) は2回の回転ナデによって仕上げており、 (6・7) は

1回の回転ナデによって仕上げている。天井部外面は、いずれも回転へラ削りによって最終調

整をしており、内面には回転ナデ調整後の粗い不定方向のナデ痕跡が残存している。 (2・6)

の天井部内面には、重ね焼きの際溶着したと考えられる痕跡が残存しているo その直径からツ

マミである可能性が高い。

小蓋 a3(9~12) 口径10.Ocm -11 .6cm、器高1.lcm-1. 75cmを測り、天井部から屈曲しつつ

口縁部へ移行する形状をとるo 口縁端部は、いずれも断面三角形を呈している。 (11)については

焼け歪みによって、同一個体内に断面三角形を呈する部位と、やや鈍く丸みをおびた断面三角

形を呈する部分が観察できる O 天井部外面の処理は、いずれも回転ヘラ切り後未調整である。

蓋 3(13-15) 口縁端部のみの破片であり、全体の形状ならびに調整の細部については不明

である。(13)は、下方へ伸びる口縁端部形状を示し、(14)はやや膨らみのある天井部から口縁

部にて僅かに外方へ屈曲し、断面三角形の口縁端部形状を呈するものである o (15)は、僅かな

がら断面三角形をとどめているものである O

杯 c(18-25) 器高3.6cm前後のもの(18-21)と、 4.3cm前後のもの (22-25) の二種があ

る。前者は、口径12.15cm-12.3cm、器高3.45cm-3.7cmを測り、いずれも底部から直線的に外

方へ立ち上がる形状をとっている D 高台の形状は、正方形ないしは台形を呈している。底部か

ら体部への移行が、高台接合のための回転ナデ調整によって不明瞭になっているもの(1・ 2)

と、底部・体部の境界が明瞭な屈曲によってなされるもの (20・21)があるo ただし (20)に関し

ては、高台接合位置が底部中心円よりズレており、部分的には(18・19) の形状を取る部位も

ある o (18・19) は、高台接合のための回転ナデ調整による稜線が、体部ならびに高台に明瞭

に残る。底部外面の処理は、回転ヘラ切り後丁寧なナデによってなされているo
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後者は、口径12.4cm~12.9cm、器高4.25cm -4. 45cmを測り、底部から直立気味に立ち上がる

もの (22・24・25)と、底部から外反気味に立ち上がる形状を示すもの (23)があるo これは焼け

歪みによる形状変化とも考えられるため検討が必要である D 高台の形状は、正方形ないしは外

方へ張り出す台形を呈しており、底部から体部への移行が、高台接合のための回転ナデ調整に

よって不明瞭になっているもの (22・23) と、底部・体部の境界が明瞭な屈曲によってなされ

るもの (24・25) がある。 (22・23) は、高台接合のための回転ナデ調整によって生じる稜線

が、体部ならびに高台に明瞭に残存している O 底部外面の処理は、回転ヘラ切り未調整であ

るo

小坪 c(16・17) 口径11.0cm・9.3cm、器高3.5cm・3.2cmを測り、いずれも底部より直線的

に外方へ立ち上がる D 底部から体部への移行が高台接合のための回転ナデ調整によって不明瞭

であり、それによって生じる稜線が体部ならびに高台側に明瞭に残存しているo 特に (17)に関し

ては、底部・体部の屈曲部分に高台を接合しているo 底部外面の処理は、回転ヘラ切り後丁寧

なナデによって仕上げているo

第四層出土遺物 (Fig.11 Pl. 19・20 Tab.4) 

第四層からは、須恵器、坪 C ・蓋 c3・小蓋 a3・鉢 b・横瓶・査 b・斐等が出土している。

やはり他の土層と同様に、黒色灰層である第四一 5・6層からの出土が顕著である。

蓋 c3(1-6) 口径12.7cm ~ 15. 2cm、器高o. 8cm ~ 2. 9cmを測り、いずれも偏平なツマミを貼

付している。形態は、平坦な天井部から口縁端音I~のみ屈曲によって独立している(1)を除ドて、

全て天井音防、ら屈曲しつつ口縁部へ至る形状を示しているo

(1)は、中央が隆起する偏平ツマミを貼付し、平坦な天井部からほぼ直角に屈曲し下方へ伸び

る口縁端部形状を呈している o (2~6) は、前述した天井部ならびに口縁部形状を呈し、断面

三角形の口縁端部形状を示しているo いず‘れの資料も天井部外面の処理は、回転ヘラ切り後回

転ヘラ削りによって仕上げている。また天井部内面の処理は、回転ナデの後不定方向のナデに

よって最終調整.がなされているo

蓋 1(7) 口縁端部のみの破片資料である。口縁端部内面にかえりを有するもので、内外面と

もに回転ナデ調整によって仕上げられているo

蓋 3(8) 口縁端部のみの破片資料である。口縁端部形状が僅かながら断面三角形をとどめて

いるものであるo

小蓋 a3(9・10) 口径10.7cm・10.85cm、器高1.15cm . 10. 85cmを測り、天井部から屈曲しつ

つ口縁部へ移行する形状をとるo 口縁端部は、いずれも断面三角形を呈している。天井部外面

の処理は、いずれも回転ヘラ切り未調整であるo
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査蓋 a(18・19) 口縁端部のみの破片資料であるo 口縁部形状が丸みを有するもの (19)、直線

的な口縁部形状を呈するもの(18)があるo 両者とも、口縁端部内面を内傾気味に平坦に仕上げ

るものであるo

杯 c(1l ~15) 図上完形になる(13~15) は口径12.3cm-12.7cm、器高4. Ocm ~ 4 . 1 cmを測るo

いずれも底部から外方へ立ち上がる形状をとっているo 高台形状を見ると 03・14) は、外方

へ張り出す断面正方形を呈し、(15)はあまり張り出さない断面正方形の形状をとるo 底部から体

部への移行は、高台接合のための回転ナデ調整によって不明瞭ながら体部外面に僅かに稜線を

有するもの(13)と、高台接合のための回転ナデ調整によって不明瞭なもの(14)、また高台貼付

位置が杯中心へ移動することによって、高台接合部ならびに坪底部-体部の境界に明瞭な屈曲

を有するもの(15)がある。

破片資料として高台のみの資料をあげておく o (11)は、外方へ屈曲しつつ張り出す形状を呈

するもので、(12)は外方へ張り出し断面正方形を呈する形状をとるものである D

確認できる資料での底部外面の処理は、回転ヘラ切り後未調整である。なお(13)は、焼成前

に穿孔を施した痕跡がうかがえるo

小坪c(16・17) 口径1O.3cm・9.9cm、器高3.9cm・3.7cmをそれぞれ測り、いずれも底部よ

り直線的に外方へ立ち上がる。(16)は、底部から体部への移行が高台接合位置ならびに接合のた

めの回転ナデ調整によって不明瞭であり、それによって生じる稜線が体部外面に明瞭に残存し

ている。 (17)は、底部から体部への移行が高台接合位置ならぴ、に杯底部ー体部の境界部分に明瞭

に残存しており、僅かながら高台接合のための回転ナデ調整に伴う稜線が体部外面に残存して

いる D いずれの個体も底部外面の処理は、回転ヘラ切り後未調整である。

査 b(20) 口径11.25cm、器高26.7cm、体部最大径19.9cmを測るo 形態の特徴は、やや外方に

張り出す高台を貼付し、膨らみを有し算盤玉様の形状を示す体部から、やや聞き気味に直立す

る頚部へと続く o 口縁部は、外方へほぽ直角に屈曲している D

成形ならびに調整は、高台接合位置よりやや上部付近から下方へ回転ヘラ削りを施し、他の

部位は内外面ともに回転ナデによって仕上げられている。成形のための接合部位は、体部屈曲

部ならびに体部と頚部の屈曲部分である。体部屈曲部内面において接合のための回転ナデ痕跡

が確認できることから、体部成形後頚部を接合したものと考えられる。

横瓶(21) 口径11.9cm、器高1O.6cmを測るもので、破片資料であるため壷様の形態に復原され

ているo 形態は、やや丸みを有する体部から頚部にて外方へ屈曲し、僅かに肥厚する口縁端部

形状を示す。体部外面に平行タタキの痕跡をとどめ、体部内面は縦方向のナデにより仕上げら

れているo 頚部ならびに口縁部は内外面ともに、回転ナデ調整によって仕上げられているo 焼

成ならびに還元状態が不良であるo
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第四層出土遺物 (Fig.12 Pl. 20 Tab. 4) 

第咽層からは、須恵器、年 C ・小坪 C ・小蓋 a3・蓋 2・蓋 c3・査・壷蓋 a・斐、土師器、

斐等が出土している。第四層は、さほど炭化物を混入しない土層であり、遺物の出土量も上位

の各土層に比して減少している。

一須恵器一

杯 c(8) 体部~口縁剖;の破片資料であり、口径11.9cm、残存高3.55cmを測る D 丸みのある底

部一体部の境界から直線的に上方へ立ち上がる。内外面ともに回転ナデ調整によって仕上げら

れているo

蓋 c3 (1-4) 口径12.9cm-13.7cm、器高1.15cm-2. 25cmを測る。形態は、偏平なツマミ

を貼付し、平坦な天井部から屈曲によって体部ならびに口縁部が独立しており、断面三角形の

口縁端部形状を示しているo 天井部外面の最終処理は、回転ヘラ削りによって成され、天井部

内面は回転ナデ調整の後粗い不定方向のナデによって仕上げられている o (4)は、他の資料に比

して各部に丸みを有する特徴があるo

小蓋 a3 (5) 口径11.2cm、器高1.3cmを測り、天井部から僅かに屈曲しつつ口縁部へ移行する

形状をとるo 口縁端部は、断面三角形を呈している。天井部外面の処理は回転ヘラ切り後未調

整であるo

蓋 3(6・7) 口縁部のみの破片資料であり、調整の細部については不明である o (6)は、下

方へ伸びる口縁端部形状を有し、 (7)は、やや丸味をおびた断面三角形を呈するものである。

一土師器ー

斐(9) 僅かに屈曲する頚部形状を示し、口縁端部を丸く仕上げているo 体部内面のヘラ削り

痕跡、を確認できる他は、器面摩耗のため不明確であるo

第X層出土遺物 (Fig.12 Tab. 5) 

第X層からは、坪 C ・蓋 c3・壷 bが出土している。第X層も珊層の状況と同様に炭化物を

あまり含まず、出土遺物もさらに減少する。

蓋 c3 (10-12) 口径13.25cm-14. 5cm、器高2.1cm-2.4cmを測る。形態は、偏平なツマミ

を貼付し、平坦な天井部から屈曲によって体部ならびに口縁部が独立しており、断面三角形の

口縁端部形状を示している。天井部外面の最終処理は、回転ヘラ削りによって成されている。

(2)の口縁端部は、やや下方に伸びる口縁端部形状を示しているo

坪 c(13) 口径12.35cm、器高4.3cmを測り、やや緩やかな底部ー体部の移行形状を示し、直線

的に外上方へ立ち上がる体部形態を有しているo 高台形状は、断面台形を呈しているo 底部か

- 26ー



亡」

戸一一一一一一一一戸里曹竺竺±士空雪、 4
10cm 

F= 音量， m 

戸!竺二ごー竺二=三当10

I4二三里±竺三、11

Fig.12 第珊 .x層出土遺物

ら体部への移行は屈曲によってやや明瞭であり、高台接合のための回転ナデ調整による稜線が

体部外商に明瞭に残存している。底部外面の処理は、回転ヘラ切り後未調整であり、高台接合

に先だって回転ヘラ削りにより底部一体部の屈曲部の面調整を成しているo

灰原出土資料 (Fig.13・14 Pl. 20・21)

灰原分層前に出土した資料で、出土資料組成を考える上においての補足資料として以下に記

述するo また小破片であるため器種については不明確であるが、鉄製品の破片が出土している O

蓋 c3 (1-10) 口径12.0cm-15.2cm、器高1.2cm-2.7cmを測る。形態は、いずれも偏平な

ツマミを貼付し、天井部から屈曲しつつ口縁部へと移行する形状を基本形態としているo 口縁

端部形状は、断面三角形を基調としつつ端部屈曲後の長短に差異があるo (1)は下方へ伸びてお

り、それ以外の資料は全て短い断両三角形の形状を有しているo 天井部外面の処理は、(10)が回

転ヘラ切り後未調整である以外は、全て回転ヘラ削りによって仕上げているo

小蓋 a3 (11-18) 口径10.1cm -11. 9cm、器高1.1cm-1. 85cmを測り、平坦な天井部から屈

曲しつつ口縁部へと至る。口縁端部形状は、断面三角形を呈しており、長短の差異があるo

(11・12) は、下方に伸ぴる口縁端部形状を有しているのに対し、(13-18) は、短い断面三角

形の形状を示している。天井部外面の処理は、回転ヘラ切り後未調整である。または1)は、天井
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部外面に残存部で直線のヘラ記号を有しているo

口径8.8cm. 9. 75cm、器高3.3cm・3.7cmを測り、底部より直線的に外上(19・20)小坪 C

方へ立ち上がる体部形状を有しているo 底部から体部への移行は、高台接合のための回転ナデ

調整によって不明瞭になっており、それに伴って生じる稜線が(19)は、体部および高台に明瞭

に残存し、 (20)は体部側のみに僅かに残存する程度であるo また高台形状に関しては、(19)が

長くやや外方へ張り出す形態であるのに対し、 (20)は断面台形の形状を取るo 底部外面の処理

は(19)のみ確認でき、回転ヘラ切り後未調整である。

口径11.5cm-13.4cm、器高4.0cm-5.0cmを測り、

i )外

(Fig. 13-21 ~30、 Fig.14-1-8)

底部より直線的に直立気味に立ち上がるo 高台の形状は、正方形ないしは台形を示し、

方へ張り出すもの (Fig.13ー 21・24-29)、ii) 直立するもの (Fig.14-30・Fig.14-1・2・

t不C

i )が体7)、iii)内傾気味のもの (Fig.13-13・Fig.14-3-6)があるD 高台の接合状況は、

部から高台への移行が緩やかになされるもので、高台側に接合のための回転ナデ調整に伴う稜

線が明瞭に残る。 ii) は、底部と体部の屈曲が観察でき、高台接合のための回転ナデ調整に伴

う稜線も体部側にやや明瞭に残っている o iii) は高台の貼付位置が坪中心部に僅かに寄る形態

を取り、高台接合のための回転ナデ調整に伴う稜線は顕著ではない。底部外面の処理は、回転
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ヘラ切り痕跡をとどめているものの、その後粗いナデによって部分的にヘラ切り痕跡が消され

ている。高台接合のための回転ナデ調整は後者へゆくほど粗雑になっているo

鉢 b (Fig. 14-9) 口径19.0cm、残存高10.lcmを測るo 直線的に外方へ開く体部形態を有

し、口縁端部を平坦に仕上げている D 内外面ともに、丁寧な回転ナデ調整によって仕上げている。

②焼土墳

1 .遺構

9号窯跡によって形成された、灰原の下位に平面形が長方形を呈する焼土墳を 2基検出したO

立地は、丘陵裾部の谷中央付近に形成されている。検出状況は、 9号窯跡に明らかに伴うと考

えられる X層の下位に、無造物の土層である XI層が堆積しており、その XI層を除去した段

階で 4SX001・4SX002を検出したo 検出した 2基の焼土墳は、前者が標高的に上位に所在し

ているが、ほほ谷の平坦化した部分に 2基共に形成されており、 2基相互の関係も約3.0m程

しか離れていない。これら 2基の焼土壌の周囲には、炭化物を多量に混入した堆積物(第XII

層)が確認できる。

4SXOOl (Fig. 15 Pl. 16) 

長軸長O.76m、短軸長O.43m、検出面からの深さO.45mを測り、遺構内埋土の状況は、床面

付近に約O.05m程度の炭化物層が堆積しており、上位には流れ込みに伴うと考えられる黄色砂

質土が堆積している。遺構壁面のみが還元状態にまで焼き締められており、床面は基盤層の状

態を保っている。焼き締められた範囲は、遺構壁面内部から約O.05m程度外側まで達している。

内面ほど還元状態が強く看取できる。出土遺物は無い。

4SX002 (Fig. 15 PI. 16) 

長軸長1.06m、短軸長O.5m-O.58m、検出面からの深さO.35mを測り、遺構内埋土の状況

は、 4SX001同様に約O.02m-O.05mの層厚を示す炭化物層が堆積しており、上位には流れ込

みと解することのできる黄色砂質土層が堆積している。遺構内面の焼き締め状況は前述した

4SXOOlと同様の状況を示しているo 出土遺物は無い。

③小結

調査の結果、須恵器焼成のための登り窯 1基(9号窯跡)と、登り窯によって形成された灰

原の下位に焼土壌 2基を検出した D 焼土墳からは、遺物の出土は無かったものの、灰原形成以

前であることは、事実として確認できるo また灰原出土資料からは、杯・蓋類が圧倒的に占め

ており、小型品中心に製作・焼成された窯と推定できるo
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4SXOOl遺構実測図
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N.成果と問題の所在

宮ノ本遺跡第 3・4次調査の所見に関して諸事象を述べてきたO

第4次調査では、調査範囲に比して遺構の検出密度は低い状況であったにもかかわらず、窯

業遺跡としての宮ノ本遺跡のもつ生産遺跡としての一面を把握できたo さらには性格不明なが

らも、焼土墳を 9号窯跡によって形成された灰原の下位より検出でき、焼土墳のー側面を確認

できたと考えているo そこで、今次調査にて確認した生産の場・である宮ノ本遺跡、 9号窯跡の

有する成果と問題点をまとめ、さらに焼土壊の性格について考えられる事象について所見を述

べてみたい。

①9号窯跡の位置付け

8. 時間軸上での位置付け

9号窯跡から出土した遺物は、前述したように主として灰原より出土しているo 出土した遺

物の中で蓋 c3・小蓋 a3・杯 Cが、出土総点数の過半数以上を占めている D ここで 9号窯跡の

操業時期を、出土した遺物から検討を加えてゆくことにするが、今次調査における灰原出土資

料の持つ限界としては、灰原は焼成失敗品の廃棄の場であることから、焼成器種組成ひいては

操業時期決定の基礎資料となる組成の問題に関しては、言及できないという限界を有してい

る11。そこでここでは、最も多くを占めている須恵器・坪 Cならびに須恵器・葦 c.3について

の分類と系譜関係について、整理過程において思考した事象に基づき述べてみたい。さらに、

消費遺跡において出土している須恵器の傾向から、時間軸への位置付けを考えてみたい。

一須恵器・杯c一

杯 C という分類単位呼称、については、学史を踏まえるならば系譜に基づくべき形式概念を無

視した形で用いられている九ここで用いてきた坪 C呼称、に関しては、高台付き坪という程度

に把握していただきたい。今次調査においては、丸みのある体部形態を有し高台高が高いもの

は、極微量ながら破片資料として出土しているo しかしあくまでも破片資料であるため、元来

9号窯跡において焼造されたものであるのかについては、可能性の問題として共伴事例の考慮

によって解決されるべきものであるo

今次調査で出土した杯 Cの有する各属性は、報文中において述べてきたところであるo さて

これら杯 Cの分類に関してであるが、杯 Cの持つ属性のうち時空間軸上での分類標識となり得

る属性に関しては、先学諸氏によって以下に抽出した属性が示されている。

a 底部から口縁部への立ち上がりの形状(体部形態)

b. 高台貼付状況(接合位置ならびに形状)

c 高台接地位置
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d 底部外面の処理

これらの諸属性の中で今次調査において出土した原cは、主として直線的に口縁部へいたる

体部形態を有するもののみによって構成されており、 a.)体部形態においての差異を明確にし

難い。また、 c.)高台接地位置に関しては、灰!京出土資料中において概略の傾向はおさえられ

るものの、焼成時のIEみによ って接地位置が本来の形状をとどめているものであるのかという

問題が生じる。特に破片資料では、属性として摘出でき得るものであるのか、検討が困難な場

合が多々存在 Lている。 したがってここでは、 b.)高台貼付技術によって生じる形態の差異、

d.) 底部外国の処理に着目 して考えてゆく 九 その概要について以下に記述するが、分類単位

の資料の提示として便宜的にI・2・3・4 にて記述する。

b. ) iOi台貼付状況

1. 灰原出土資料 (Fig13-15 PL 21-30)を基準とする形態

である。年部における体部一底部の境界に高台を貼付しており、

高台接地のための回転ナデによる稜線が体部側に僅かに残存し、

高台側に明瞭に残るものである。またこの形態の特徴は、高台接 Fig.16 形態属性 l

合位置の関係から底部体部の境界ならびに体部一高台の境界が不

明確にな っていることであり、丸い接合部形態を示している。さ

らに高台接合後、高台接地部分を強めに回転ナデすることによっ

て、凹部を形作るとともに、外方へはね上げる形態を有している

(Fig 16 PL 1)。

2 灰原 H層出土資料 (Fig.7-11)を基準とする形態である。

年部における体部一底部の境界に高台を貼付していることは、前

記の1.)と同様であるが、荷台接合のための回転ナデによる稜線

が、体部側に明瞭に残存 しており荷台側には不明瞭である。この

瑚式の特徴は荷台接合位置から、体部一高台への移行が屈曲無し

に成されており、外国形態上荷台接合のための回転ナデによって

生じている稜線によって固されているにすぎない。荷台接地部分

の回転ナデは、ほとんど意識されておらず内傾し丸〈仕上げられ

ている (Fig17 PL 2)。

3. 灰Jjj(出土資料 (Fig.13-17 PL 21-31)を基準とする形態

である。杯都における体部底部の境界に高台を貼付しているこ

PI.l 形態属性 l 

Flg.17 形態属性一2

ー
とは、前記の1.)と問機であるが、高台接合のための回転ナデに PI. 2 形態属性 2

よる稜線が体部 ・高台ともに不明瞭である。この形態の特徴は高台の接合位置からくる、体部

一荷台への移行が前記1.)に比 して荷台接合位置の屈曲によって画されるものの、後述する

- 33ー



諸形態に比して高台から体部へ、郎底部の屈曲無Lに移行してい

ることにある。また高台の外方への張り出しを生じる、高台接地

部分の回転ナデ調整は強〈行われなくなり、凹剖iの形成も弱い

(Fig. 18 Pl. 3)。ただしこの形態に関 Lては、分類標識と Lてい

る属性に問題が無いわけではな"0つまり、高台の坪!式部への接

合位置によって、後述する諸形態に分類されかねないという個体

も存在している。高台接合技術の精粗に起因するものであるが、

丁寧に接合されたものに関 Lては、この形態に考えられるものが

存在している。

4. 灰原市土資料 (Fig.14-2)を基準とする形態である。底部

ー体部の屈曲より極僅かに底部中心側へ、高台を鮎付しているも

のである。高台強合のための回転ナデによって生じる稜線が、体

部ならびに高台側へやや明瞭に残存 Lている。

高台から体部への移行が、高台接合位置に生じている屈曲なら

びに底部体部の屈l由を経て成されており、荷台の形状も荷台接

地部分の強い回転ナデによって内部を形成し、外上方へ僅かには

ね上げられる形態を取っている (Fig19 Pl. 4)。

5. 灰原出土資料 (Fig13-21 Pl. 20-29)を基準とする形態

である。高台の接合位置は、前記4.)と同様であるが、高台接合

のための回転ナデに伴う稜線が体部側にやや明瞭に残存し、高台

側には不明瞭になっている。尚台から体部への移行は、底部休

部の屈l曲のみによって画されている。後述する6.)資料との差異

は、高台高が僅かに高〈、荷台按地部分

への回転ナデによって荷台断面形状が台

形を宅 L、僅かに外方へ張り出している

ところにある (F唱 20 Pl. 5)。

6. 灰!京出土資料 (Fig.14-3 Pl. 21 

35)を基準とする形態である。高台の

媛合位置は、前記4.)と|百l様であるが、

日台接合のための回転ナデに伴う稜線が

体部・荷台ともに不明瞭になっている。

荷台から体部への移行は、底部一体部の

屈曲のみによって両されており、鋭さが

Fig.20 形態属性一5

Flg.21 形態属性一6
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Flg.18 形態属性-3

PI. 3 形態属性 3 

Flg.19 形態属性-4

PI. 4 形態属性-4

PI. 5 形態属性ー5

PI.6 形態属性-6



欠失してしまった形態的特徴を有する。また

荷台断l面形状は、正方形に近い形状を呈Lて

おり、内傾しつつJLみをもって仕上げられて

いる (F唱 21 PI. 6)。

7. ~反原刊層出土資料 (Fig. 10・25 PI 

19-12)を基準とする形態である。高台の接

合位置は、 litrJc4.)-6.)よりも杯底部中也、側

に貼り付けているものである。高台lJ'i合のた

めの回転ナデに伴う峻線が、体部および高台

側に明瞭に残るもので、高台から体部への移

行は、高台接合部ならぴに底部ー体部の屈曲

Flg.22 形態属性ー7 PI. 7 形態属性ー7

Flg.23 形態胤性-8 PI. 8 形態属性 8 

によって副される特徴を有している。高台断面形状は正方形を呈しており、直立ないしは内側

する形態を示している (Fig.22 刊 7)。

8. 灰原出土資料 (Fig.14-6 1'1. 21-36)を基準とする形態である。高台の接合位置は、前

記7.)と同様の筒所に貼り付けられているものである。高台接合のための回転ナデに伴う稜線

が、体部ならびに高台ともに不明瞭であり、丸みを帯びた形態を示す。したがって高台から体

部への移行は、前~~7.)と問機であるものの鋭さが欠失した形状を呈している。また底部内面

に残存している高台接合のための回転ナデが、粗雑に成されており部分的に剥離している箇所

が観察できる。高台断面形状に関しても、丸みを帯びた正方形を足している (Fig.23 PI. 8)。

各分類単位と Lて8分類を提示したわけであるが、高台貼付位置によって大きく 3種に統合

できる可能性がある。つまり 1)-3)の群 ・4)-6)の鮮ならびに7)・8)の群である。各々群の出

土傾向は、 4)-6)属性を有 Lている個体が多数を占的、ついで1)-3)属性によって構成される

個体が占めている。7). 8)属性に関しては、前 2./l'に比Lて微量に存在しているだけである。

具体的な数値は、分析総点数216丘中において1)-3)属

性によって構成される被片数82点(約38%)、4)-6)脳

性をイIしている破片数120占(約56%)、7)・8)属性によ

って構成される般片数14点(約 6拓)を各々数える・ 。

d. ) 底部外面の処理

底部外面の処理は、大きく 2工程が看取できる。つま

りけ回転ヘラ切り後ナデないしはケズリによる、同転

ヘラ切り痕跡のiii失が鋭察できるもの(1'1.9)0 ii)回

転ヘラ切り後来日同整のものである(1'1.10・11)0 i) に

閲しては、ナデないしはケズリ工稗を考慮Lての分類で
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PI. 9 底部外面の処理 ( i ) 



あるが、向転台を利用した処理であるのか否かについて、回転ヘラ切り痕跡が摩耗に伴う消失

とは呉った状侃で、不明瞭に残存している程度の資料があり、今後検討が必要となってくる。

今同は回転ヘラ切り後さらに処理Lているのか再かを分頬標識とした程度にとどめておく。出

土傾向と Lては、 i)属性が多数を占めている傾向を示しており、 ii)属性は少数Lか存在し

ない。しかし i)脳性中においてヘラ削円によって最終処理を行ったと看取できる資料は、極

微量にすき'ない。

幽"'"

且畠
町 川 崎 畠

聞-
PI. 10 底部外面の処理 (ii) PI. 11 底部外而の処理一 (iil

属性の相聞

きてb.)属性と d.)属性の相|組関係については、 ltJfT破片の伐存守'が口縁部政11資料の残存

ヰvに次いで高いものの、底部処理まで観察できる資料となると数がl現られてくるのが、 9号窯

跡J正原出土資料の限界である。しかし教の少ない資料からの観察では、明瞭な相関関係は存在

していないようである。したがって今次調査おいて出土した杯Cの細分は、 b.)属性の抽出に

基づいた分類が有効であると与えられ、 b.)属性が型式に直媛結び付くものと考えられる。

次に各々の細分単位の層{すごとの出土傾向から、 9号窯跡版原11¥土資料における変化の舟向

性について保ってみる。

変化の方向性

変化の方向を考える kで作業前提となることに、出土刷位の検討を行わなければならない。

出土した層の性絡が、抱跡地、らの廃棄堆積物によって構成され、丘陵傾斜而に地積していると

いうことから、一次堆積物とは性栴が呉なっている。しかし今次調査において検11¥Lた、 J火If，(

層の堆積状況に関 Lては、前市において詳述したように下位にt樹立しているものほど市いと考

えられる状況を示している。

さてこれらの堆積明から出上した各群の、出上傾向を不すと以 Fの憾になる。

出土層位

1) -3)群

X肘

。
¥H4 ¥I/yj 刊層

21(68%) 37(35%) 13(29%) 
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4) -6)群

7)・8)群

1 

0 

8(26%) 63(58%) 

2( 6%) 9( 8%) 

この表から概略的にではあるが、上位

ぺ向かうほど1)ー3)群と4)ー6)群の比率

が逆転するという傾向を示しているo そ

れに対して、 7)・8)群の存在は極微量な

がら安定量出土している D しかし7)・8)

群は、各層位ごとの出現頻度を考慮、でき

るほどの出土数ではないため、捨象でき

る範囲として把握できなくもない口いず

れにしても1)ー3)群と4)-6)群の変化の

方向は、前者から後者への方向が想定で、

きるo したがって、分類単位の解説にお

いて示したことを考慮すると、手抜きの

方向が看取できることになる D

さて大きく群としての方向性について

は、いま述べてきたとおりである。しか

し各々の分類単位ごとの変化の方向性に

関しては、出土点数に限界があり定量分

析に耐え得るだけの点数が層位ごとに出

土していない。したがってここでは、前

述した手抜きの方向性を作業前提とし、

高台接合のための各処理工程ならびにそ

れによって生じる形態上の特徴から右に

示す系列を考えてみた。また説明の関係

から、 9号窯跡灰原出土資料に形態的に

近似し、かっ接合処理が丁寧に仕上げら

れていると考えられる、宮ノ本遺跡第 1

30 (67%) 

2( 4%) 。

J 「

Flg.24 t不cの系列図

-

17(59%) 

1 ( 3%) 

// 

次調査 1号窯跡、出土資料ならびに 2号窯跡出土資料を加味した系列を示した (Fig.24) 0 この系

列は、高台接合位置ならびに高台接合処理に系譜属性をおいた系列となる九補足資料である宮

ノ本遺跡第 1次調査 1号窯跡出土資料ならびに 2号黛跡出土資料に関する観察項目は、補足観察

表として付記しておいた (Tab.5) 0 
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一須恵器・蓋c3-

須恵器・蓋 c3に関する分類標識は、坪 C同様に様々なかたちで成されてきた。その主な視

点について以下に示す。

a 法量

b. ツマミ形態

C 口縁部形態

d. 天井部から口縁部への移行形態

e 天井部外面の処理

f.焼成状況の良・不良

これらの分類標識を、今次調査において出土した蓋 c3に関して適用するならば、全ての属

性に適用できる分類標識であるものの、 a.)法量に関しては、口径13cm豆持主主15cmを主流とし

ており、極微量にこの範囲外に出る個体が存在している。しかし、破片資料で、の計測が13cm以

下の口径を測るものであるため、今次調査における蓋 c3の口径分布中心は、上記の範囲内に

納まるものと考えられる O 平均口径は、 13.68cmを測る。出土層位と法量との相関関係は無く、

通時的に同じ法量が製作されたものと解されるo したがって法量属性に関しては、蓋 c3の細

分には有効ではない。また d.)天井部から口縁部への移行形態については、焼成時の歪みによ

る形態変化を生じているものもあり、天井部と口縁部が屈曲によって画されるものであるのか

については、今後検討してゆきたい。さらにf.)焼成状況の良・不良に関しては、灰原出土と

いう焼成失敗品であるにもかかわらず、焼成状況は良好な資料が大多数占めており、分類標識

としては有効ではない。したがって、上記 6属性のうち今次調査において出土した蓋 c3を細

分するのに有効であると考える、 3属性について検討を加える。

b. ) ツマミ径を含めたツマミ形態に関しては、ツマミ径.) 2.5cm三手掛もの、 ii.) 2.5cm 

>併ものの 2.種があり、分析総点数102点中 i.)の範囲に入るもの79点 (77%)、ii.)の範囲に

入るもの23点 (23%)を数える。各々の出土層位ごとの出土傾向は、以下に示すような状況で

あるが、層位的に上位へ向かうほどツマミ径が縮小化しつつあるような傾向を示している状況

がうかがえるものの、第四層出土資料中において ii.)の範囲に納まるものが減少している傾向

を示しているかのようであるo 今後層位的におさえられる遺物群中において検討する必要があ

ろう。

出土層位 X層

i .)併孟2.5cm 8(89%) 

ii .) 2. 5cm>併 1(11 %) 

咽層 w層

13(87%) 25(78%) 

2 (13 %) 7 (22 %) 

VI層

14(67%) 

7 (33%) 

市

0

3

皿層

19 (86%) 

3 (14 %) 
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またツマミ形状については、全てツマミ中央部が凸形に仕上げられ、

偏平な形状を示している。このような形状から接合の回転ナデの後、上

部より押さえつけるツマミ形状調整のための回転ナデ工程が加えられて

いるものと考えられる O これは天井部内面において、下方へ押し出され

た形状を示すものの存在からも傍証できょう o したがってツマミ形状属

性に関しては、分類標識としては有効ではない。

C. )口縁部形態は、断面三角形を呈する形状のものが主体を占めてい

る。また極微量ながら、かえりを有する口縁部形態のものが出土し、出

土層位も窯跡本体埋土中・灰原VH層から小破片として出土しており、本

窯跡における焼成器種として含まれるものであるかは疑問が残る。

さて、主体を占める断面三角形を呈する形状を示すものは、大きく 3

種の形状のものが存在している。 i.)断面形状が下方へ伸びる口縁端部

形状を取るもの (Fig.25)、ii.)断面三角形の形状を取るもの (Fig.26)、

iii. )口縁端部断面形状において三角形をかろうじて呈しているもので、

端部内面に屈曲のための稜線が不明瞭なもの (Fig.27)である。各々の

出土傾向は分析総点数166点中、 i .)の範障で捉えられるもの 8点

(5 %)、 ii.)の範障で把握できるもの152点 (92%)、iii.)の範障で捉え

祖国・亘ζ一一一

一二竜二二
Fig.25形態属性一 (i)

Fig.26形態属性一(ii ) 

-・・・・・・h 一一一-『司'

Flg.27形態属性一 (iii)
られるもの 6点 (3%)を占めている D 明らかに ii.)の範鴎で捉えられ

るものを主体として、構成されていることが理解できる。では、各属性の層位ごと出現頻度を

以下に示す。

出土層位 X層 珊層 VH層 VI層 V層 困層

i ~)形態 1(11 %) 1( 6%) 2 ( 3%) 1( 3%) 。 3( 8%) 

ii .)形態 8 (89%) 17(94%) 56(95%) 37.(97%) 3 31 (79%) 

iii . )形態 。 。 1 ( 2%) 。 。 5 (13%) 

この表から概略的に層位が上位へ移行するにつれiii.)の形状を示すものが極微量ながら存在す

るような状況がうかがえるo しかし、口縁端部の形状属性は焼成の際生じる査みによって、本来

保有していた形状に変化をきたす例が多々見受けられる。つまり、同一個体中において異なる属

性が伴っている場合が存在している。この場合、分類標識として口縁端部形状属性が有効である

のか否かについて、詳細な検討が必要となろう。ここで取り上げた分析対象資料は、原則として

残存部1/4以上の資料を抽出し行った。
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e. )天井部外lfiiの処JIj!は、先学諸氏によって i.)回転ヘ

ラ切り後、向転ヘラ自IJ~等の処理が加えられるもの ( PI

12・13)、ii.)回転へラ切り後、未処理のもの (PI.14)が

存在していることが街摘されている。今次調布における出

上遺物中においても、 2種が看取できる。この 2穐の出土

傾向は、分析総点数157点中において i.)に，占当するもの

149点 (95%)、ii.)に該当するもの 8点 (5%)を数える。

では、出土脳{立ごとの出現頻度を以 Fに示す。分析対象資

料は、蓋 C と5E設でき天井部外面の処理が観製できる1/4

以上残存の資料を州出し行った。

出土層位 I桝 ¥1層 ¥1届 川崎 V層 目層

i. )のもの 0 o 3( 5%) 3( 8%) 0 2( 6%) 

ii. )のもの 9 18 55(95拓)35(92百 3 29(94拓)

この表からは、届{止の上位への移行に伴って出現頻度の

顕著な変化はうかがえない。つまりJ事業期JHJ内における製

作工程に顕苫な変化は、惣定し難いということになる。し

かしこのことが分惣標識としての天井部外聞処理を、有効

属性として抽出し維いということには結び付かない。 ii.) 

に該当する個体は、製作工程の省略を示すことであり、

i .)との関係が今次調査の結果では明らかにし難いという

ことを示したにすぎな"0

属性の相関

さぞ、上記の各属性問に相関性が存在しているものか否

かについて検討を加える。作業前提として、 3属性を伴い

観察できる個体の品11出があるが、破片資料から満足できる

例体破片を抽出するには悶難さを極めた。その様な中で分

析総点数89点を州出することができた。 Lかし、各層位ご

PI. 12 天井部外商!の処瑚ー (i ) 

PI.13 天井部外面の処理一(u ) 

とに検討ができるほどの点数は抽出し得ていない。したが 円 14 天井部外面の処理一 (ii)

って、ここでは出上層位を捨象し 3凶性IilJの相関性につい

て検討してゆく 。以下において使宜的に口縁端部形状を分:lfi主属性に置き、他の 2属性との関
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係を示 Lた。

回へ切未処理 回へ切後処理 ツ併孟2.5cm 2. 5cm >ツ世

i .)形態

ii .)形態

iii.')形態

7 

2 

70 

2 

58 19 

微量の出土量を示す属性 i.)ならびに属性iii. )に関しては、型式と認定できる条件をそのま

まで備えているo それに対し属性ii.)に関しては、いま一つの検討が必要であるo つまり天井

部外面の処理属性とツマミ径の属性との相互の関係を検討しなければならない。これらの関係

は、回転ヘラ切り後未処理のものには全てツマミ径2.5cm以上のものと対応しており、これら

の属性を有するものが 1型式として認定できるものと考えるo

以上の各属性の相関関係より、以下に示す型式が認定できることになる。

1. 灰原町層出土資料 (Fig.10-1)を基準とするも

ので、口縁端部属性 i.)-天井部外面の処理は回転へ

ラ切り後処理を行うもの。ーツマミ径が2.5cm以上を測

るものである (Fig.28) 0 

2. 灰原田層出土資料 (Fig.8-1)を基準とするも

ので、口縁端部属性 ii.)ー天井部外面の処理は回転ヘ

ラ切り後処理を行うものo ーツマミ径が2.5cm以上を測

るものであるo この型式が出土総点数の過半数以上を

占めている (Fig.29)。

3. 灰原出土資料 (Fig.13-2)を基準とするもので、

口縁端部形状ならびに天井部外面の処理は前記2.)と

同じであるが、.ツマミ径が2.5cm以下を測るものであ

る (Fig;30)。

4. 灰原出土資料 (Fig.13-10)を基準とするもの

で、口縁端部属性ii.) -天井部外面の処理は回転ヘラ

切り後未処理のものD ーツマミ径が2.5cm以上を測るも

のである (Fig.31) 0 

この型式は、出土総点数中 7点(9 %)程度を占め

微量に出土する傾向を示しているo
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5. 灰原田層出土資料 (Fig.8-4)を基準とするもので、口縁部属性iii.)-天井部外面の処理

は回転ヘラ切り後処理を行うものo ーツマミ径が2.5cm以上を測るものであるo 口縁端部形状に

ついては、太宰府市教育委員会にて分類している蓋口縁部属性 4類とは異なっており、いくぶ

ん 3類に近い形状をとどめているものである (Fig.32)。

変化の方向性

杯 Cの分類と型式設定において示したような変化の方向性は、蓋 c3に関しては各属性の層

位的変化の推移が不明瞭であるため、明瞭にし難い状況であるo このことが、宮ノ本遺跡 9号

窯跡の製作集団内において、蓋 Cの変化が杯cの変化と平行していないことを示しているもの

なのか否かについては検討が必要であろう。

型式の空間的安定性の検証

さて前述してきた杯 C ・蓋 c3の諸型式が、牛頚窯跡群内の窯跡ならびに消費遺跡から出土

しているものであるのか、つまり型式として安定し得ているのか検討が必要となるo

同様の型式と認定し得る資料を出土している窯跡群については、第E章において記述した 7

窯跡群・ 37窯跡が存在しているo また消費遺跡関連資料では、大宰府政庁周辺ならびに大宰府

条坊跡内において少数例ながら出土しているo 既報告分としては、大宰府史跡第85次

SD2340下層出土資料、大宰府条坊跡第19次 SX075出土資料中に記載されているo また他地

域における出土例としては、筑後国府跡 2次 SK003・3次 SD001・79次 SD3500出土資料、久

留米市神道遺跡第 2次 SIO01、 6次調査 SI121・SI122・SI123、久留米市ヘポノ木遺跡第

16次剖1794・SX1464出土資料、久留米市水洗遺跡 SK007出土資料さらに、佐賀県大和町久

池井B遺跡 SK734. SK759 . SK764・SK775. SK776出土資料等の中に看取できる九生産遺跡

中においては、前述したように37遺構(窯跡)が検出されているにもかかわらず、消費遺跡な

らびに窯跡群の成立背景としての大宰府内においては散見するという特徴を示している D とこ

ろで上記の各遺構において、設定した各型式が主体となって出土するということではなく、単

ι定性的な意味において出土しているということであり、遺構の性格ならびに出土状況を無視

した形で認定しているo しかし型式の安定を認定するには、遺構出土資料の定性分析で充分で

あると考えるo

したがって列記した窯業遺跡ならびに消費遺跡の各遺構から、 9号窯跡灰原より出土した遺

物群の型式が出土しており、分類設定した各型式の空間的な安定状況が看取できるo

灰原出土資料の時間軸上での位置付け

本来ならば、設定した各型式ごとの存続幅を考慮した時間軸上での位置付けを作業前提とし

て、今次調査において出土した資料群総体としての時間的位置付けを、検討しなければならな

い。しかし、設定した各型式の空間的安定性の認定の項にて既に述べたように、各型式の時間
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軸上での存続幅を検討できるだけの資料数に達し得ていない状況であるo したがってここでは、

総体としての土器群から時間軸上への位置付けを検討するo

今回出土した資料組成に最も近似した組成を示すものとして、大宰府条坊跡第19次調査

SX075ならびに佐賀県久池井B遺跡出土資料があるo いづれも実年代を比定できる資料は共

伴してお.らず、遺物群への実年代付与には至らない。ところで、設定した坪 Cの型式の中で

7)・8)の群に比定できる資料群を主体とする資料が、大宰府史跡第85次 SD2340下層出土資

料中に見られるo この遺構からは多量の土器群と共に、「天平六年J銘の紀年銘木簡が共伴し

ており、土器群の分析を踏まえて八世紀前半の基準土器群に比定されている。このことから分

類型式7). 8)群の時間軸上における分布中心のー側面をこの時期に比定でき得るものと考えるo

前述したように、宮ノ本遺跡 9号窯跡灰原出土資料の主体を占める資料は、分類型式7)・8)

より先行する型式群であり、八世紀前半を遡る可能性を示している。しかし、具体的に実年代

の比定を行うには、前述したように 9号窯跡焼成型式と比較検討できる資料の不足をはじめと

して、生産遺跡と多種多様な土器群によって構成される消費遺跡という条件下では、さらに詳

細な検討が必要となるo このような理由から、ここでは、上記の可能性を指摘しておくにとど

めるo ただし窯の耐久時間を、現在使用されている窯場での耐久年数から推測すると、長くて

も従来考えられている年数は存続し得ないと考える九したがって窯の使用時期は、八世紀前

半のある一時期に限定できるのではないかと考えているo

9号窯跡の構造

9号窯跡の有する窯体構造については、第皿章において詳細を述べてきた。ここではこれら

の諸事象を踏まえて、 9号窯跡と他窯跡の持つ構造との比較から空間的な位置付けについて検

討を加えてみたい。

9号窯跡と同様な遺物の型式組成を有する窯跡は、前述したように牛頚窯跡群において 7窯

跡群37窯跡が所在している O これらの窯跡における焼成部床面傾斜角は、 200-450と一定した

状況は示しておらず、 9号窯跡に関してもこれらの範囲内に収まる傾向を示している。また窯

体の平面形状についても同様であり、 9号窯跡と他の37窯跡の有する構造を比較した場合、顕

著な差異は見い出せない。しかし、 9号窯跡に見られる煙道部の修復に伴った縮小構造は、既

報告の窯跡には看取できない。この構造が特殊事例であるのかについては、今後の調査にかか

っていることであり明言は避けるが、このような縮小構造の意味について、気付いた点をまと

めることで今後の調査指針としたい。

製品の焼成過程終了時の作業工程は、現在行われている窯場での事例を参考にすると、窯体

内への空気(この場合、主に酸素であろうが)の供給を断つこと、急激な窯体内温度の低下を

防止することのこ点に重点をおいた処置が取られているo すなわち窯体開放部分である焚口な
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らびに煙道部を、閉塞するという処置が取られているo この閉塞処置には、様々な方法が取ら

これらの部分を窯構築士を用いれているのであろうが、最も簡易的かつ一般的な方法として、

て閉塞する方法が取られているようであるo このような工程を、須恵器生産遺構に投影した場

どの様な充分条件が必要であるのかという問題がどの様な状況を呈して検出できるのか、メh、
に1、

閉塞を示す事例は、散見する程度であるものの、煙道部閉塞に大斐の破片が用いら生じるo

れたのではないかと考えられる例が数例報告されているo 特に顕著な例として、井手窯跡群内

に所在する33・43号窯跡があるo 煙道部上端径がO.3mないしはO.4m測るもので、煙道部上端

に大窪の体部破片を用いて閉塞されている。また可能性をうかがえる事例としては、煙道部周

辺ないしは奥壁部において須恵器の大斐・蓋・杯を出土する例を見い出せる。これまでのとこ

ろこれらの事例についての解釈としては、大斐の破片以外の資料が完形の形で出土することか

しかし煙道部径を考え合わせると、大蓋ら、祭紀行為に伴った資料との解釈がなされてきた。

ないしは複数の製品を積み重ねることでも充分に役立つことになる D このようなことから煙道

部ないしは奥壁部にて出土する破片資料の解釈には、異なった観点からの考察が必要であると

しかし全ての事例が、考える。既報告資料としては、以下に列記した窯跡において看取できるo

窯跡閉塞のために用いられたとは考え難い点もあるo

このように考えると 9号窯跡煙道部縮小に関しては、焼成終了時における閉塞を容易にする

目的で成されたと解することもできょう D 今後、煙道部周辺における附属施設の解明も含めて

検討すべき課題であろう o 加えて、焚口部の閉塞に使用される粘土の土量ないしは閉塞施設に

関しても検討を要する課題と考える。
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第4次調査によって、焼土壌 2基が9号窯跡灰原の下位より検出されたo 構造ならびに立地

の詳細は、第皿章において述べてきたところである。
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ところでこれらの焼土墳の立地および形態から導き出される解釈については、狭川真一

(1990) において述べられており、氏の所見を発展させる見解は、まだ見い出せていない。窯

跡付帯の焼土墳としての性格付与には、窯構築時ならびに製品焼成の際木炭が必要であるのか

等の解決しなければならない事象が山積しているo 少なくとも宮ノ本遺跡第 4次調査例では、

灰原の下位に形成されており、窯とは独立した遺構と解した方が可能性が高いようであるヘ

したがって窯跡付帯の焼土墳とは、考え難い状況を示しているo しかし、実際のところ焼物を

焼成されている現在の民俗例を参考に検討が必要なことであり、机上で空論を巡らすよりは実

際窯場における焼成実見を行うことも、解決の糸口を掴む一助になり得ることかもしれない。

狭川真一他(1990) r太宰府天満宮 11.]

③問題点の抽出

以上調査および遺物の整理過程において思考し、気付いた点を列記してきたo この過程にお

いて生じてきた問題点を以下に記述し、今後の検討課題としたい。

1.窯体構造上の問題点

a.煙道部ないしは煙道部周辺に出土する遺物の解釈。

b.焼成終了時の閉塞行為の有無と行為内容。

C 窯体保護のための附属施設の構造。

d. 燃料保管および焼成する製品の保管施設。

e 窯体への道。

2.出土遺物の問題点と限界

a. 焼成器種組成。

b.抽出属性の多様化と客観化。

c 設定型式における変化の方向性の検証。

d.設定型式の時空間軸上での推移。

e 設定型式の共伴関係。

f.実年代付与資料の抽出。

3.焼土墳の持つ問題点

a.性格。

b. 形成年代。

一註-

1) 製品として消費者の要求に耐え得るものは、搬出されていることは述べ、るまでもなく想定され得るこ

とである。例外として、焼成時に不意の事故によって崩壊した窯と認定できる遺構からの出土資料があ

るものの、それ以外のものについては、製作時の組成を検討するには、不足器種が存在していることを

考慮しなければならない。したがって半定量的に数値を層位ごとに示したことについて、宮ノ本9号窯
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跡における全焼成器種を網羅しているとは考え難い。出土傾向の一端を示したものとじて理解したい。

2)遺物分類の呼称、に関しては、従来太宰府市教育委員会において呼称されている分類呼称方法をとった。

つまり 7世紀に分布中心を有している丸みのある高台付きの杯と、 8世紀に分布中心を有している直線

的な体部形態を持つ高台付き坪を同一呼称で記述していることになる。分類呼称、においては、検討すべ

き課題である。

3)遺物の分類に関しては、遺物が有している全属性を検討し、時空間軸上において優位な属性抽出から、

分類作業を進めてゆく方法が理想である。したがって、色調・成形・調整・形態・胎土等の肉眼によっ

て観察できる諸属性の抽出から、分類作業を進めてきた。これらの諸作業は遺物を実測する過程におい

て、思考された遺物観察表中に記載されるべきものである。しかし客観化を進めるべく行う諸作業なら

びに観察表作成においても、観察者ならびに分類者によって視点が異なり各々の主観が入ることは否め

無い。したがって、ここに述べる分類案については、報告者の意図に沿った分類であることをあらかじ

め述べておく。

4)出土遺物の属性存在度の認定に関する分析は、同一個体破片による重なりを捨象してやらなければな

らないが、現状においては非常に困難な作業である。したがってここでは、明らかに色調・成形・調整

の各属性から同一個体と認定し得る資料を除外したのみにとどめている o

5)系譜関係を考える手だてとして示した系統図であり、横方向の配列は共時性を示しているものではな

い。共時性の課題に関しては、消費遺跡での出土傾向・共伴関係を含めた形での検討が必要となる。

6)各々の遺構出土資料との詳細な比較検討に関しては、以下に示した各遺跡報文を参考にし検討した。

比較方法の詳細に関しては、ここでは省略する。

大宰府史跡第85次 S02340下層

九州歴史資料館(1984)r大宰府史跡 昭和58年度概報』

大宰府条坊跡第19次 SX075

太宰府市教育委員会(1984)r大宰府条坊跡目J
筑後国府跡第 2次 SK003-3次 SOOOl

久留米市教育委員会(1977)r筑後国府跡llJ
筑後国府跡第79次 S03500上層

久留米市教育委員会(1989)r筑後国府跡・国分寺 一昭和63年度-j 

水洗遺跡 SK007

ヘボノ木遺跡第16次 SX1464・第28次 SI1794

久留米市教育委員会 (1986)r東部土地区画整理事業関係埋蔵文化財調査報告第 5集j

神道遺跡第 2次 SI001 第6次 SI121・SI112・SI123

久留米市教育委員会(1987)r東部土地区画整理事業関係埋蔵文化財調査報告第 6集』

久池井B遺跡 SK734・SK759. SK764・SK775・SK776

佐賀県教育委員会 (1990)r惣座遺跡j

7)窯の存続年代を、出土した遺物の定性的な分析に基づく存続年代として示しである場合が見られる。

しかし窯の耐久年数は、登り窯の場合修復無しに50年間も存続し得るかは疑問である。

8)未報告事例であるが、宮ノ本遺跡 第 5次調査にて同様の形態を示す焼土墳を数例検出している。特

にその中の 1基は、段造成ののち土墳を形成しその内部で焼成を行っている。立地は丘陵中腹部であり、

かならずしも第 4次例とは一致しないが、宮ノ本遺跡の有する性格を加味した解釈をしなければならな

いと考える。

- 46-



v.まとめ

今回第 3次・第 4次調査において検出した種々の遺構・遺物に関して、所見を述べてきた。

無遺構であった第 3次調査においても、縄文土器細片の有する意味付けには、単なる採集遺物

という意味付け以上に歴史的な解釈がなされる可能性を秘めている O また同じ意味で、 9号窯

跡の窯体ならびに灰原にて出土する多量の遺物群の分析と同様に、下位に検出できた焼土壌の

性格付けを成すべきであったと考える。今後の調査指針としたい。
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Tab.3 

須恵器の法量表
焚口床面出土 (Fig.7) 

量一種 A
I不c 1 

窯体内埋土 (Fig.7) 
器 種 A
蓋 c3 
蓋c1 2 
査蓋 a 5 
杯 c 3 

E層出土遺物 (Fig.8) 

盤蓋一 c3 種
A 
10 

ク 11 
ク 12 
ク 13 
ク 14 

小蓋 a3 15 。 16 
査蓋 a 17 
土手C
。 2 。 3 。 4 。 5 。 6 
ク 7 

小I干C 8 。 9 

U層出土遺物 (Fig.9) 

量蓋一 c3 種
A 
4 

小蓋 a3 5 
蓋3 6 
杯 C

ク 2 

一瞳 3 

B 
l 
4 
5 
2 
3 
8 
7 
6 
17 
14 
16 
15 
11 
12 
13 
10 
9 

B 

3 
2 
4 
5 
6 

器品 底径 C D 
13 2.3 3.3 
13 1.7 2.5 
(13 1.05 2.6 
13 1.9 2.6 
13.7) 2.0 2.6 
10.55 1.8 8.55 
10.0 1.5 6.3 

1 6 23引引1) 日日

3.25 13.7) ワ ワ

12. 4.5 7.6 O 
4.6 8.8 ワ

12. 4.5 8.4 
♀ O 13. 4.2 8.4 つ

11. 7) 4.6 8.15) ワ つ
12.35) 3.95 7.9 つ つ

3.0 8.3 つ

3.45 7.0 つ
3.1 ベ6.95) つ

1I11口43U2得日296日) 日

器局 底径 C D 
2.0 9.7) O 
1.7 

6言1.0 14 
4.4 8. 
2.3 6.4 

(17.0) 4.9 
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Tab.4 
U層出土遺物 (Fig.10) 

器 種 A B 口径: 器高 底径 C D 
蓋 c3 15 4 14.1 2.15 9.5 4。斗。 16 3 13.4 2.15 8.3 。 17 2 13.6 2.2 8.9 つ。 18 7 14.1 1.7 10.3 Q O 。 19 6 13.3 1.9 9.4 。 20 (13.5 1.6 8.1) O 。 21 8 13.1 1.4 9.3) 

Q O O 。 22 5 14.2 2.0 
小蓋 a3 11 9 10.0 1.3 7. Q O 

ク 12 10 10.9 1.4 7. 
ク 13 12 11.7 1. 75 8. 。 14 11 11.6 1.1 8.2 

蓋3 23 14 12.6 1.65 つ
ク 24 15 14.2 0.7 ワ つ
ク 25 13 16.8 1.7 つ つ

土手 C 1 20 12.3 3.7 8.1 一。 2 21 3.65 つ。 3 18 12.2 3.6 8. 。 4 19 12.2 3.45 7. O 。 5 25 (12.9 4.25 9. つ ワ
。 6 24 12.4 4.25 9.15) 。 7 23 12.8 4.45 7.7) ワ
。 8 22 つ ー(3.7) ワ
。 9 16 11.0 3.5 7. O つ
ク 10 17 ~ 3.2 (6.25) O 

羽層出土遺物 (Fig.11) 
器 種 A B 口径 器高 底径 C D 
蓋 c3 8 14.75 0.8 13.9 O 。 9 2 13.5 1.9 8.5 

イ〉 10 3 13.5 2.9 8.4 。 11 4 15.2 1.4 10.1 
ク 12 5 12.7 1.7 8.2 
ク 13 6 13.6 2.2 9.9 

小蓋 a3 14 9 10.7 1.15 7.4 
ク 15 10 10.85 1.7 7.0 

蓋3or 4 16 8 1.0 
蓋1 17 7 2.3 

壷蓋 a 18 18 3.25 。 19 19 2.95 
壷 b 20 20 11.25 26.7 10.4 
坪 C 1 14 02.5 4.2 8.2 。 2 13 02.3 4.6 7.8 。 3 15 (12.7 4:4 9.8 

ク 4 12.5 4.1 8.2 
ク 5 11 1.8 7.8 。 6 6 1.5 8.85) 一

小I不C 7 17 (9.9) 3.7 6.8 
今 21 16 10.3 3.9 7.2 
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Tab.5 
vm層出土遺物 (Fig.12) 

器 種 A B 回歪 盤直 底径 C D 
蓋 c3 3 13.7 2.25 10.0 

ク 2 1 12.9 1. 75 8.15 一
ク 3 2 13.2 2.1 8.85 。 4 4 13.4 1.15 10.4 

蓋3 5 7 15.0 1.2 ワ ワ
。 7 6 ワ 0.8 ワ つ

小蓋 a3 6 5 11.2 1.3 7.4っょ つ
jT-c 8 8 illA 3.55 ワ ワ
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